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(57)【要約】
　　【課題】　センタ回転式心押台は、軸受など部品の
取替時、使用不能の時間を短くする。
　　【解決手段】　心押軸を前後動可能にして回転不能
に装置している心押台において、心押軸３は、前端面に
開口して嵌め込み孔６を同心状に形成し、嵌め込み孔に
センタ回転機構体１１を同心状に嵌め込んで装着可能に
して取外可能にする。センタ回転機構体は、筒状体１２
内に回転軸１３を同心状に挿入して軸受１４～１６で径
方向と軸方向に軸受する。回転軸は、筒状体に対し、回
転可能にして前後動不能にし、センタＳを同心状に装着
可能にする。心押軸の嵌め込み孔に装着したセンタ回転
機構体の軸受１４～１６など部品を取り替えるときには
、センタ回転機構体を心押軸の嵌め込み孔から取り外し
、新品の軸受など部品を装着した別のセンタ回転機構体
を心押軸の嵌め込み孔に装着する。
【選択図】　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　心押軸を前後動可能にして回転不能に装置している心押台において、
　心押軸は、前端面に開口して嵌め込み孔を同心状に形成し、嵌め込み孔にセンタ回転機
構体を同心状に嵌め込んで装着可能にして取外可能にし、
　センタ回転機構体は、筒状体内に回転軸を同心状に挿入して径方向と軸方向に軸受し、
　回転軸は、筒状体に対し、回転可能にして前後動不能にし、センタを同心状に装着可能
にしており、
　心押軸の嵌め込み孔に装着したセンタ回転機構体を取り替えるときには、センタ回転機
構体を心押軸の嵌め込み孔から取り外し、別のセンタ回転機構体を心押軸の嵌め込み孔に
装着する構成にしていることを特徴とするセンタ回転式心押台。
【請求項２】
　センタ回転機構体を心押軸の嵌め込み孔に同心状に嵌め込む機構を設けており、
　センタ回転機構体の筒状体は、前端部の外周面を同心状の前端大径の円錐面にしてテー
パにし、
　心押軸の嵌め込み孔は、前端部の内周面を同心状の前端大径の円錐面にしてテーパにし
、
　筒状体のテーパ前端部と嵌め込み孔のテーパ前端部は、テーパの角度と径を同一にし、
　センタ回転機構体を心押軸の嵌め込み孔に差し込むと、センタ回転機構体の筒状体のテ
ーパ前端部が嵌め込み孔のテーパ前端部に嵌合し、筒状体前端部の円錐外周面が嵌め込み
孔前端部の円錐内周面に密接して、センタ回転機構体が心押軸の嵌め込み孔に同心状に嵌
り込む構成にしていることを特徴とする請求項１に記載のセンタ回転式心押台。
【請求項３】
　センタ回転機構体を心押軸の嵌め込み孔に同心状に固定する機構を設けており、
　筒状体の前端部の円錐外周面と嵌め込み孔の前端部の円錐内周面は、軸線に対して緩斜
面にし、
　センタ回転機構体を心押軸の嵌め込み孔に差し込む際、筒状体のテーパ前端部が嵌め込
み孔のテーパ前端部に嵌合すると、筒状体前端部の緩斜面の円錐外周面が嵌め込み孔前端
部の緩斜面の円錐内周面に食い込み、筒状体のテーパ前端部が嵌め込み孔のテーパ前端部
に嵌着して、センタ回転機構体が嵌め込み孔に同心状に固定される構成にしていることを
特徴とする請求項２に記載のセンタ回転式心押台。
【請求項４】
　センタ回転機構体を心押軸の嵌め込み孔から抜き出し易くする機構を設けており、
　この機構は、センタ回転機構体の筒状体が受ける後向きの力、嵌め込み方向の力を弾性
体の弾性力で低減する機構にし、
　センタ回転機構体の筒状体の後端又は心押軸の嵌め込み孔の底に弾性体を取り付け、
　センタ回転機構体を心押軸の嵌め込み孔に装着すると、筒状体の後端と嵌め込み孔の底
の間で弾性体が圧縮され、弾性体の弾性力が筒状体に前向きに作用する構成にし、
　筒状体に後向きの力が作用すると、その後向きの力は、弾性体による前向きの力分相殺
されて小さくなり、筒状体前端部の円錐外周面が嵌め込み孔前端部の円錐内周面に嵌り込
む力が弱くなる構成にしていることを特徴とする請求項２又は３に記載のセンタ回転式心
押台。
【請求項５】
　センタ回転機構体を心押軸の嵌め込み孔に同心状に嵌め込んだ状態を維持する機構を設
けており、
　心押軸の開口前端面には、前蓋を取外可能に固定し、
　筒状体の開口前端面とこれに対面する前蓋の後面の間には、押込み環を介在し、
　押込み環は、前蓋に押されて筒状体を後方に押して筒状体前端部の円錐外周面を嵌め込
み孔前端部の円錐内周面に押し当て、センタ回転機構体を嵌め込み孔に同心状に嵌め込ま
れた状態に維持する構成にしていることを特徴とする請求項２、３又は４に記載のセンタ
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回転式心押台。
【請求項６】
　心押軸が後進端に達しても、心押軸の前端部とセンタ回転機構体の筒状体の前端部を台
本体の前側に突出している構成にしていることを特徴とする請求項１～５のいずれかに記
載のセンタ回転式心押台。
【請求項７】
　センタ回転機構体の心押軸に対する周方向位置の位置決め機構を設けており、
　筒状体の後端は、後端面と外周面に開口して溝を前後方向に沿って形成し、
　心押軸は、外周面から嵌め込み孔にピンを貫通してピンの先端を嵌め込み孔内に突出し
、
　センタ回転機構体を嵌め込み孔に嵌め込む際、溝とピンの周方向位置が一致していない
と、筒状体の後端がピンの突出端に当たってセンタ回転機構体の嵌め込みが不能になり、
溝とピンの周方向位置が一致していると、溝にピンの突出端が挿入し、センタ回転機構体
の嵌め込みが完了する構成にしていることを特徴とする請求項１～６のいずれかに記載の
センタ回転式心押台。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、心押軸にセンタ装着用の回転軸を内蔵したセンタ回転式の心押台に関する。
【背景技術】
【０００２】
　旋盤や円筒研削盤に代表される旋削工作機は、主軸台と心押台を向い合わせに配置して
いる。主軸台と心押台の間に旋削対象物を支持する構成にしている。
　心押台は、台本体に軸孔を前後方向に沿って貫通している。台本体は、軸孔に心押軸を
前後動可能に嵌合している。心押軸は、前端を主軸台の主軸に向け、主軸台の主軸と同心
状に配置している。心押軸の前端側には、センタを同心状に装着可能にしている。心押軸
は、台本体に対して回転不能にしている。
【０００３】
　センタ回転式の心押台では、心押軸は、前端面に開口して中心孔を形成している。中心
孔には、回転軸を同心状に挿入して軸受している。回転軸は、心押軸に対し、回転可能に
して前後動不能にしている。回転軸の前端側には、センタを同心状に装着可能にしている
。回転軸に装着したデットセンタは、回転軸と一緒に、回転中の旋削対象物に連れて回転
する。デットセンタがライブセンタのように使用される。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】実開昭６１－１２６０７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　［課　題］
　上記のようなセンタ回転式心押台は、心押軸内に回転軸を軸受で径方向と軸方向に軸受
している。軸受は、回転軸のぶれを防ぐため、多数にしている。各軸受は、使用中に摩耗
する。いずれかの軸受の摩耗量が許容量を超えると、全部の軸受を新品に取り替える。
　軸受の取替は、心押軸を台本体から取り外し、心押軸から回転軸と全部の軸受を取り外
す。そして、新品の多数の軸受と回転軸を心押軸内に取り付け、心押軸を台本体に取り付
ける。要するに、センタ回転機構を分解して組み立てる。部品点数の多いセンタ回転機構
の分解組立作業には、多くの手間が掛り、長い時間を要する。軸受の取替作業中は、心押
台は、使用不能になる。旋削工作機は、長い時間、心押台を使用する旋削作業ができなく
なる。
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【０００６】
　このような課題は、旋削工作機に限らない。加工対象物を支持するセンタ回転式心押台
を備えた加工機械の課題である。また、測定対象物を支持するセンタ回転式心押台を備え
た測定装置の課題である。
　センタ回転式心押台は、軸受の取替時、使用不能の時間を短くしたい。
【０００７】
　［着想、構想］
　センタ回転式心押台は、中心孔付きの筒形状の心押軸の内周面と回転軸の外周面との間
に軸受を嵌め込んでいる。筒形状の心押軸が、センタ回転機構の軸受の外周を受ける筒形
状の部品を兼ねている。
　そこで、心押軸は、内周側部分、軸受の外周を受ける筒形状の部分を分離することにし
た。換言すると、心押軸は、内部のセンタ回転機構をなくする。そのセンタ回転機構は、
心押軸から独立させて別体のセンタ回転機構体にする。そして、センタ回転機構体は、心
押軸内に装着する。センタ回転機構体内の軸受を取り替えるときには、心押軸からセンタ
回転機構体を取り外し、新品の軸受を内装した別のセンタ回転機構体を取り付ける。
　軸受の取替が１個のセンタ回転機構体の取替になる。取替時間が短くなる。センタ回転
式心押台は、使用不能の時間が短縮される。
　センタ回転機構の軸受以外の他の部品を取り替えるときも、同様である。
【０００８】
　［具体化］
１）センタ回転機構体を取り替える機構
　心押軸は、前端面に開口して嵌め込み孔を同心状に形成する。嵌め込み孔には、センタ
回転機構体を同心状に嵌め込んで装着可能にする。嵌め込み孔に装着したセンタ回転機構
体は、抜出可能、取外可能にする。即ち、センタ回転機構体は、心押軸に着脱可能にする
。
　センタ回転機構体は、筒状体内に回転軸を同心状に挿入して径方向と軸方向に軸受する
。回転軸は、筒状体に対し、回転可能にして前後動不能にする。回転軸は、センタを同心
状に装着可能にする。
　心押軸の嵌め込み孔に装着したセンタ回転機構体を取り替えるときには、センタ回転機
構体を心押軸の嵌め込み孔から取り外し、別のセンタ回転機構体を心押軸の嵌め込み孔に
装着する。
【０００９】
２）センタ回転機構体を同心状に嵌め込む機構
　センタ回転機構体を心押軸の嵌め込み孔に同心状に嵌め込む機構を設ける。
　センタ回転機構体の筒状体は、前端部の外径を後から前に漸次一様に拡大し、前端部の
外周面を同心状の前端大径の円錐面にする。テーパにする。心押軸の嵌め込み孔は、前端
部の内径を後から前に漸次一様に拡大し、前端部の内周面を同心状の前端大径の円錐面に
する。テーパにする。筒状体のテーパ前端部と嵌め込み孔のテーパ前端部は、テーパの角
度と径を同一にする。
　センタ回転機構体を心押軸の嵌め込み孔に差し込むと、センタ回転機構体の筒状体のテ
ーパ前端部が嵌め込み孔のテーパ前端部に嵌合し、筒状体の前端部の円錐外周面が嵌め込
み孔の前端部の円錐内周面に密接する。センタ回転機構体が嵌め込み孔に同心状に嵌り込
む。
【００１０】
３）センタ回転機構体を同心状に固定する機構
　センタ回転機構体を心押軸の嵌め込み孔に同心状に固定する機構を設ける。
　筒状体の前端部の円錐外周面と嵌め込み孔の前端部の円錐内周面は、軸線に対して緩斜
面にする。
　センタ回転機構体を心押軸の嵌め込み孔に差し込む際、筒状体のテーパ前端部が嵌め込
み孔のテーパ前端部に嵌合すると、筒状体前端部の緩斜面の円錐外周面が嵌め込み孔前端
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部の緩斜面の円錐内周面に食い込む。筒状体のテーパ前端部が嵌め込み孔のテーパ前端部
に嵌着する。センタ回転機構体が嵌め込み孔に同心状に固定される。
【００１１】
４）センタ回転機構体を抜き出し易くする機構
　心押軸の嵌め込み孔に嵌め込んだセンタ回転機構体は、使用中、センタを装着した回転
軸が後向きの力を受ける。この力は、軸受を経て筒状体に伝わる。筒状体は、回転軸から
の後向きの力で嵌め込み方向に押され、前端部の円錐外周面を嵌め込み孔の前端部の円錐
内周面に押し当てることになる。回転軸が受ける嵌め込み方向の力が大きいと、筒状体は
、嵌め込み方向に強く押され、前端部の円錐外周面が嵌め込み孔の前端部の円錐内周面に
きつく嵌り込む。すると、センタ回転機構体は、心押軸の嵌め込み孔から抜き出し難くな
る。
　そこで、センタ回転機構体を心押軸の嵌め込み孔から抜き出し易くする機構を設ける。
この機構は、筒状体が受ける後向きの力、嵌め込み方向の力を弾性体の弾性力で低減する
機構にする。
　センタ回転機構体の筒状体の後端又は心押軸の嵌め込み孔の底に螺旋ばねのような弾性
体を取り付ける。センタ回転機構体は、心押軸の嵌め込み孔に装着すると、筒状体の後端
と嵌め込み孔の底の間で弾性体が圧縮され、弾性体の弾性力が筒状体に前向きに作用する
。この状態で、筒状体に後向きの力が作用すると、その後向きの力は、弾性体による前向
きの力分相殺され、筒状体に作用する後向きの力、嵌め込み方向の力が小さくなる。筒状
体の前端部の円錐外周面が嵌め込み孔の前端部の円錐内周面に嵌り込む力が弱くなる。筒
状体を嵌め込む力が過大になるのを抑制する。センタ回転機構体は、心押軸の嵌め込み孔
から抜き出し易くなる。
【００１２】
５）センタ回転機構体を同心状に嵌め込んだ状態を維持する機構
　センタ回転機構体を心押軸の嵌め込み孔に同心状に嵌め込んだ状態を維持する機構を設
ける。
　心押軸の開口前端面には、前蓋を取外可能に固定する。筒状体の開口前端面とこれに対
面する前蓋の後面の間には、押込み環を介在する。押込み環は、前蓋に押されて筒状体を
後方、嵌め込み方向に押す。筒状体の前端部の円錐外周面を嵌め込み孔の前端部の円錐内
周面に押し当る。センタ回転機構体は、心押軸の嵌め込み孔に同心状に嵌め込まれた状態
に維持される。
　なお、押込み環は、軸心方向、前後方向の寸法の大きい厚いものにすると、センタ回転
機構体を心押軸の嵌め込み孔に嵌め込む力が大きくなる。逆に、押込み環を薄いものにす
ると、センタ回転機構体を嵌め込む力が小さくなる。押込み環の厚さの増減でセンタ回転
機構体の嵌め込み力を調整する。
【００１３】
６）センタ回転機構体の前端部と心押軸の前端部を台本体の前側に突出して置く機構
　センタ回転機構体の筒状体の前端部の円錐外周面が心押軸の嵌め込み孔の前端部の円錐
内周面に嵌り込むと、心押軸の前端部は、センタ回転機構体の筒状体の前端部で内側から
外側に押されて径が拡大する。センタ回転機構体の嵌め込み力が大きいと、心押軸の前端
部の拡大量が多くなる。心押軸は、台本体の軸孔に嵌合している前端部の外径の拡大量が
多くなると、前後動し難くなったり、台本体の軸孔に固定されて前後動不能になったりす
る。
　そこで、心押軸は、センタ回転機構体の嵌め込みで拡大する前端部を、常時、台本体の
前側に突出して置き、台本体の軸孔に嵌合させない機構を設ける。即ち、心押軸は、後進
端に達しても、前端部を台本体の前側に突出している構成にする。
　また、センタ回転機構体の筒状体を心押軸の嵌め込み孔に嵌め込むと、心押軸の前端部
が拡大する一方、センタ回転機構体の筒状体の前端部は、心押軸の前端部で外側から内側
に押されて径が縮小する。その際、心押軸の前端部の拡大量、センタ回転機構体の筒状体
の前端部の縮小量が軸心の周りに均等でないと、センタ回転機構体の筒状体の前端部は、
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軸心位置がずれることになる。これに連れて、筒状体内に軸受した回転軸の前端部は軸心
位置がずれ、回転軸の前端側に装着したセンタの尖端が径方向に振れる。心押軸の前端部
とセンタ回転機構体の筒状体の前端部は、その周壁が薄いと、弾性変形し易く、拡大量、
縮小量が多くなる。心押軸の前端部の拡大量、センタ回転機構体の筒状体の前端部の縮小
量が多くなると、その拡大量、縮小量が軸心の周りに均等でないことに基づくセンタの尖
端の振れが多くなる。
　そこで、心押軸の前端部とセンタ回転機構体の筒状体の前端部は、常時、台本体の前側
に突出して置き、台本体の軸孔の径寸法に制限されることなく、周壁を厚くすることを可
能にする機構を設ける。即ち、心押軸が後進端に達しても、心押軸の前端部とセンタ回転
機構体の筒状体の前端部を台本体の前側に突出している構成にする。
【００１４】
７）センタ回転機構体の心押軸に対する周方向位置の位置決め機構
　センタ回転機構体を嵌め込み孔に装着する際、センタ回転機構体の心押軸に対する周方
向位置が前回と異なると、回転軸の前端部の軸心位置が前回のそれからずれることがある
。
　そこで、センタ回転機構体の心押軸に対する周方向位置の位置決め機構を設ける。
　筒状体の後端は、後端面と外周面に開口して溝を前後方向に沿って形成する。心押軸は
、外周面から嵌め込み孔にピンを貫通してピンの先端を嵌め込み孔内に突出する。センタ
回転機構体を嵌め込み孔に嵌め込む際、溝とピンの周方向位置が一致していないと、筒状
体の後端がピンの突出端に当たってセンタ回転機構体の嵌め込みが停止する。それ以後の
嵌め込みが不能になる。溝とピンの周方向位置が一致していると、溝にピンの突出端が挿
入し、センタ回転機構体の嵌め込みが継続して完了する。センタ回転機構体の心押軸に対
する周方向位置が前回のそれと同じになる。その周方向位置が異なることに基づく回転軸
の前端部の軸心位置のずれがない。
【課題を解決するための手段】
【００１５】
１．心押軸を前後動可能にして回転不能に装置している心押台において、
　心押軸は、前端面に開口して嵌め込み孔を同心状に形成し、嵌め込み孔にセンタ回転機
構体を同心状に嵌め込んで装着可能にして取外可能にし、
　センタ回転機構体は、筒状体内に回転軸を同心状に挿入して径方向と軸方向に軸受し、
　回転軸は、筒状体に対し、回転可能にして前後動不能にし、センタを同心状に装着可能
にしており、
　心押軸の嵌め込み孔に装着したセンタ回転機構体を取り替えるときには、センタ回転機
構体を心押軸の嵌め込み孔から取り外し、別のセンタ回転機構体を心押軸の嵌め込み孔に
装着する構成にしていることを特徴とするセンタ回転式心押台。
２．上記１のセンタ回転式心押台において、
　センタ回転機構体を心押軸の嵌め込み孔に同心状に嵌め込む機構を設けており、
　センタ回転機構体の筒状体は、前端部の外周面を同心状の前端大径の円錐面にしてテー
パにし、
　心押軸の嵌め込み孔は、前端部の内周面を同心状の前端大径の円錐面にしてテーパにし
、
　筒状体のテーパ前端部と嵌め込み孔のテーパ前端部は、テーパの角度と径を同一にし、
　センタ回転機構体を心押軸の嵌め込み孔に差し込むと、センタ回転機構体の筒状体のテ
ーパ前端部が嵌め込み孔のテーパ前端部に嵌合し、筒状体前端部の円錐外周面が嵌め込み
孔前端部の円錐内周面に密接して、センタ回転機構体が心押軸の嵌め込み孔に同心状に嵌
り込む構成にしていることを特徴とする。
３．上記２のセンタ回転式心押台において、
　センタ回転機構体を心押軸の嵌め込み孔に同心状に固定する機構を設けており、
　筒状体の前端部の円錐外周面と嵌め込み孔の前端部の円錐内周面は、軸線に対して緩斜
面にし、
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　センタ回転機構体を心押軸の嵌め込み孔に差し込む際、筒状体のテーパ前端部が嵌め込
み孔のテーパ前端部に嵌合すると、筒状体前端部の緩斜面の円錐外周面が嵌め込み孔前端
部の緩斜面の円錐内周面に食い込み、筒状体のテーパ前端部が嵌め込み孔のテーパ前端部
に嵌着して、センタ回転機構体が嵌め込み孔に同心状に固定される構成にしていることを
特徴とする。
４．上記２又は３のセンタ回転式心押台において、
　センタ回転機構体を心押軸の嵌め込み孔から抜き出し易くする機構を設けており、
　この機構は、センタ回転機構体の筒状体が受ける後向きの力、嵌め込み方向の力を弾性
体の弾性力で低減する機構にし、
　センタ回転機構体の筒状体の後端又は心押軸の嵌め込み孔の底に弾性体を取り付け、
　センタ回転機構体を心押軸の嵌め込み孔に装着すると、筒状体の後端と嵌め込み孔の底
の間で弾性体が圧縮され、弾性体の弾性力が筒状体に前向きに作用する構成にし、
　筒状体に後向きの力が作用すると、その後向きの力は、弾性体による前向きの力分相殺
されて小さくなり、筒状体前端部の円錐外周面が嵌め込み孔前端部の円錐内周面に嵌り込
む力が弱くなる構成にしていることを特徴とする。
５．上記２、３又は４のセンタ回転式心押台において、
　センタ回転機構体を心押軸の嵌め込み孔に同心状に嵌め込んだ状態を維持する機構を設
けており、
　心押軸の開口前端面には、前蓋を取外可能に固定し、
　筒状体の開口前端面とこれに対面する前蓋の後面の間には、押込み環を介在し、
　押込み環は、前蓋に押されて筒状体を後方に押して筒状体前端部の円錐外周面を嵌め込
み孔前端部の円錐内周面に押し当て、センタ回転機構体を嵌め込み孔に同心状に嵌め込ま
れた状態に維持する構成にしていることを特徴とする。
６．上記１～５のいずれかのセンタ回転式心押台において、
　心押軸が後進端に達しても、心押軸の前端部とセンタ回転機構体の筒状体の前端部を台
本体の前側に突出している構成にしていることを特徴とする。
７．上記１～６のいずれかのセンタ回転式心押台において、
　センタ回転機構体の心押軸に対する周方向位置の位置決め機構を設けており、
　筒状体の後端は、後端面と外周面に開口して溝を前後方向に沿って形成し、
　心押軸は、外周面から嵌め込み孔にピンを貫通してピンの先端を嵌め込み孔内に突出し
、
　センタ回転機構体を嵌め込み孔に嵌め込む際、溝とピンの周方向位置が一致していない
と、筒状体の後端がピンの突出端に当たってセンタ回転機構体の嵌め込みが不能になり、
溝とピンの周方向位置が一致していると、溝にピンの突出端が挿入し、センタ回転機構体
の嵌め込みが完了する構成にしていることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１６】
　センタ回転式心押台は、軸受など部品の交換時、使用不能の時間が短くなる。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】本発明の実施形態の第１例におけるセンタ回転式心押台の上側前部の縦断側面図
。
【図２】同センタ回転式心押台の正面図。
【図３】図１のＡ－Ａ線断面図。
【図４】同センタ回転式心押台のセンタ回転機構体取外状態の縦断側面図。
【図５】実施形態の第２例におけるセンタ回転式心押台の上側前部の縦断側面図。
【図６】図５のＢ－Ｂ線断面図。
【図７】図５のＣ－Ｃ線断面図。
【図８】同センタ回転式心押台のセンタ回転機構体取外状態の縦断側面図。
【発明を実施するための形態】
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【００１８】
　［第１例（図１～図４参照）］
　本例のセンタ回転式心押台は、図１～図３に示す。台本体１の上部には、軸孔２を前後
方向に沿って貫通している。軸孔２には、心押軸３を前後動可能に嵌合している。心押軸
３は、前端を台本体１の前側に突出可能にしている。心押軸３の後端は、図示しない前後
動駆動機構に連結している。心押軸３は、台本体１の上部に前後動可能に装置している。
　心押軸３は、外周面に長溝４を前後方向に沿って形成している。台本体１の上部周壁部
分には、ピン５を上下方向に貫通してピン５の先端を軸孔２に突出している。ピン５は、
突出端を長溝４内に配置している。長溝４とピン５で心押軸３の回り止め機構を構成して
いる。心押軸３は、台本体１に回転不能に装置している。
【００１９】
　心押軸３は、前端面に開口して嵌め込み孔６を同心状に形成している。嵌め込み孔６に
は、センタ回転機構体１１を同心状に嵌め込んで固定している。センタ回転機構体１１は
、嵌め込み孔６に装着可能にしている。また、嵌め込み孔６に装着したセンタ回転機構体
１１は、固定を解除して抜出可能にしている。嵌め込み孔６から取外可能にしている。即
ち、センタ回転機構体１１は、心押軸３に着脱可能にしている。
【００２０】
　センタ回転機構体１１は、筒状体１２内に回転軸１３を同心状に挿入して径方向と軸方
向に軸受している。軸受は、多数にし、前側のラジアルころ軸受１４と前側のアンギュラ
玉軸受１５及び後側のアンギュラ玉軸受１６にしている。回転軸１３は、筒状体１２に対
し、回転可能にして前後動不能に装置している。なお、図１中、１７は前側のロックナッ
ト、１８は前側のスペーサ環、１９はラビリンスシール環である。２０は後側のロックナ
ット、２１は座金である。２２は中間のロックナット、２３は中間のスペーサ環である。
【００２１】
　回転軸１３は、前端部を筒状体１２の前端開口から前側に突出している。また、回転軸
１３は、前端面に開口してセンタ孔２４を同心状に形成している。センタ孔２４のテーパ
孔には、センタＳのテーパシャンクを嵌合してセンタＳを同心状に装着可能にしている。
回転軸１３に装着したセンタＳは、尖端を回転軸１３の前側に突出する構成にしている。
【００２２】
　センタ回転機構体１１を心押軸の嵌め込み孔６に同心状に嵌め込む機構を設けている。
　筒状体１２の前端部は、外径を後から前に漸次一様に拡大し、外周面を同心状の前端大
径の円錐面１２ａにしている。テーパにしている。嵌め込み孔６の前端部は、内径を後か
ら前に漸次一様に拡大し、内周面を同心状の前端大径の円錐面６ａにしている。テーパに
している。筒状体１２のテーパ前端部と嵌め込み孔６のテーパ前端部は、テーパの角度と
径を同一にしている。同一の形状寸法にしている。
　センタ回転機構体１１を嵌め込み孔６に差し込むと、筒状体１２のテーパ前端部が嵌め
込み孔６のテーパ前端部に嵌合し、筒状体１２の前端部の円錐外周面１２ａが嵌め込み孔
６の前端部の円錐内周面６ａに密接する。センタ回転機構体１１が嵌め込み孔６に同心状
に嵌り込む。
【００２３】
　また、センタ回転機構体１１を嵌め込み孔６に同心状に固定する機構を設けている。
　筒状体１２と嵌め込み孔６のテーパ前端部は、テーパの軸線に対する母線の傾斜角度（
＝テーパ角度の半分）は、小さくし、１０度以下にしている。実施例では８度にしている
。筒状体１２の前端部の円錐外周面１２ａと嵌め込み孔６の前端部の円錐内周面６ａは、
軸線に対して緩斜面にしている。センタ回転機構体１１を嵌め込み孔６に差し込む際、筒
状体１２のテーパ前端部が嵌め込み孔６のテーパ前端部に嵌合すると、筒状体１２の前端
部の円錐外周面１２ａの緩斜面が嵌め込み孔６の前端部の円錐内周面６ａの緩斜面に食い
込む。筒状体１２のテーパ前端部が嵌め込み孔６のテーパ前端部に嵌着する。センタ回転
機構体１１が嵌め込み孔６に同心状に固定される。
【００２４】



(9) JP 2017-200717 A 2017.11.9

10

20

30

40

50

　筒状体１２の後端部は、外径を均等にし、外周面を同心状の円筒面１２ｂにしている。
嵌め込み孔６の後端部は、内径を均等にし、内周面を同心状の円筒面６ｂにしている。筒
状体１２の後端部の外径は、嵌め込み孔６の後端部の内径より小さくしている。それらの
径の差は、微小量にしている。センタ回転機構体１１を嵌め込み孔６に差し込むと、筒状
体１２の均等径の後端部が嵌め込み孔６の均等径の後端部に嵌合する。
【００２５】
　センタ回転機構体１１を嵌め込み孔６から抜き出し易くする機構を設けている。
　この機構は、筒状体１２が受ける後向きの力、嵌め込み方向の力を弾性体２８の弾性力
で低減する機構にしている。
　筒状体１２は、後端面に後蓋２６を複数のボルト２７で固定し、後端部に弾性体の螺旋
ばね２８を前後方向に沿って取り付けている。螺旋ばね２８は、後蓋２６を貫通して後端
を後蓋２６の後側に突出している。複数の螺旋ばね２８は、周方向に等間隔に配列してい
る。各螺旋ばね２８は、同一の形状寸法、同一の弾性特性にし、同一の前後方向位置に配
置している。センタ回転機構体１１は、嵌め込み孔６に装着すると、各螺旋ばね２８の後
端が嵌め込み孔６の底に当たって各螺旋ばね２８が圧縮され、各螺旋ばね２８の弾性力が
筒状体１２に前向きに作用する。この状態で、筒状体１２に後向きの力が作用すると、そ
の後向きの力は、螺旋ばね２８による前向きの力分相殺され、筒状体１２に作用する後向
きの力、嵌め込み方向の力が小さくなる。筒状体１２の前端部の円錐外周面１２ａが嵌め
込み孔６の前端部の円錐内周面６ａに嵌り込む力が弱くなる。筒状体１２を嵌め込む力が
過大になるのを抑制する。センタ回転機構体１１は、嵌め込み孔６から抜き出し易くなる
。
【００２６】
　センタ回転機構体１１を嵌め込み孔６に同心状に嵌め込んだ状態を維持する機構を設け
ている。
　心押軸３の開口前端面には、円輪板状の前蓋３１を被せ、前蓋３１の中心孔から回転軸
１３の前端部を前側に突出している。前蓋３１は、外周部にボルト孔３２を前後方向に貫
通し、複数のボルト孔３２を周方向に等間隔に配列している。心押軸３の開口前端面には
、螺孔３３を前後方向に穿設し、複数の螺孔３３を周方向に等間隔に配列している。ボル
ト３４は、ボルト孔３２に通して螺孔３３に捩じ込んでいる。前蓋３１は、外周部を複数
のボルト３４で心押軸３の開口前端面に固定している。即ち、心押軸３の開口前端面には
、前蓋３１を取外可能に固定している。筒状体１２の開口前端面とこれに対面する前蓋３
１の後面の間には、円輪板状の押込み環３５を介在している。押込み環３５は、前蓋３１
に押されて筒状体１２を後方、嵌め込み方向に押している。筒状体１２の前端部の円錐外
周面１２ａを嵌め込み孔６の前端部の円錐内周面６ａに押し当てている。センタ回転機構
体１１は、嵌め込み孔６に同心状に嵌め込まれた状態に維持されている。
【００２７】
　なお、押込み環３５は、軸心方向、前後方向の寸法の大きい厚いものにすると、センタ
回転機構体１１を嵌め込み孔６に嵌め込む力が大きくなる。逆に、押込み環３５を薄いも
のにすると、センタ回転機構体１１を嵌め込む力が小さくなる。押込み環３５の厚さの増
減でセンタ回転機構体１１の嵌め込み力を調整することができる。
【００２８】
　センタ回転式心押台は、心押軸３に装着したセンタ回転機構体１１の軸受など部品を取
り替えるときには、センタ回転機構体１１を心押軸３から取り外し、新品の軸受１４～１
６など部品を装着した別のセンタ回転機構体１１を心押軸３に取り付ける。
　センタ回転機構体１１を取り外すときには、図４に示すように、ボルト３４を捩戻して
抜き出し、前蓋３１を取り外す。また、押込み環３５を取り外す。即ち、センタ回転機構
体１１の嵌め込み状態の維持を解除する。次に、センタ回転機構体１１を嵌め込み孔６か
ら抜き出す。
　センタ回転機構体１１を取り付けるときには、センタ回転機構体１１を嵌め込み孔６に
嵌め込む。次に、押込み環３５を筒状体１２の前端面に重ね、前蓋３１を押込み環３５と
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心押軸３の前端面に重ねる。ボルト３４をボルト孔３２に通して螺孔３３に捩じ込み、前
蓋３１を心押軸３の開口前端面に固定する。即ち、センタ回転機構体１１の嵌め込み状態
を維持する。
【００２９】
　［第２例（図５～図８参照）］
　本例のセンタ回転式心押台は、センタ回転機構体１１の前端部と心押軸３の前端部を、
常時、台本体１の前側に突出している。即ち、図５に示すように、心押軸３が後進端に達
しても、心押軸３の前端部とセンタ回転機構体１１の前端部を台本体１の前側に突出して
いる構成にしている。心押軸３の前端部を台本体の軸孔２に嵌合させない機構にしている
。心押軸３の前端部がセンタ回転機構体１１の嵌め込みで拡大しても、心押軸３の前後動
は、阻害されない。円滑に行われる。
【００３０】
　更に、心押軸３の前端部は、外径を台本体の軸孔２の径より大きくし、外周面と内周面
、嵌め込み孔６の周面との間の周壁を厚くしている。変形し難くしている。センタ回転機
構体１１の嵌め込みで拡大する量を低減している。また、センタ回転機構体の筒状体１２
の前端部も周壁を厚くしている。変形し難くしている。センタ回転機構体１１の嵌め込み
で縮小する量を低減している。心押軸３の前端部の拡大量、筒状体１２の前端部の縮小量
が少ないので、その拡大量、縮小量が軸心の周りに均等でないとき、筒状体１２内に多数
の軸受１４、１５で軸受した回転軸１３の前端部の軸心位置のずれが減少して、回転軸３
の前端側に装着したセンタＳの尖端の振れが少なくなる。
【００３１】
　また、本例のセンタ回転式心押台は、図５～図８に示すように、筒状体１２に前向きの
力を与える弾性体の螺旋ばね２８を、筒状体１２の後端ではなく、嵌め込み孔６の底に前
方に突出して取り付けている。螺旋ばね２８は、嵌め込み孔６の後端にボルト４２で固定
した底部材４１に前後方向に沿って取り付け、前端を底部材４１の前面、嵌め込み孔６の
底面の前側に突出している。複数の螺旋ばね２８は、周方向に等間隔に配列している。各
螺旋ばね２８は、同一の形状寸法、同一の弾性特性にし、同一の前後方向位置に配置して
いる。センタ回転機構体１１は、嵌め込み孔６に装着すると、筒状体１２の後蓋２６が各
螺旋ばね２８の前端に当たって各螺旋ばね２８が圧縮され、各螺旋ばね２８の弾性力が筒
状体１２に前向きに作用する。センタ回転機構体１１を取り外したとき、図８に示すよう
に、螺旋ばね２８は嵌め込み孔６の底に残る。
【００３２】
　更に、本例のセンタ回転式心押台は、センタ回転機構体１１の心押軸３に対する周方向
位置の位置決め機構を設けている。センタ回転機構体１１を嵌め込み孔６に装着すると、
毎回、センタ回転機構体１１の心押軸３に対する周方向の相対位置が同じになる。その相
対位置が異なることに基づく回転軸１３の前端部の軸心位置のずれがない。筒状体１２の
後蓋２６付き後端は、図５、図７と図８に示すように、後端面と外周面に開口して溝４６
を前後方向に沿って形成している。心押軸３は、外周面から嵌め込み孔６にピン４７を貫
通してピン４７の先端を嵌め込み孔６内に突出している。センタ回転機構体１１を嵌め込
み孔６に嵌め込む際、溝４６とピン４７の周方向位置が一致していないと、筒状体１２の
後蓋２６付き後端がピン４７の突出端に当たってセンタ回転機構体１１の嵌め込みが停止
する。それ以後の嵌め込みが不能になる。溝４６とピン４７の周方向位置が一致している
と、溝４６にピン４７の突出端が挿入し、センタ回転機構体１１の嵌め込みが継続して完
了する。
　その他の点は、第１例におけるのと同様である。第１例におけるのと同様な部分には、
図中、第１例におけるのと同一の符号を付ける。
【００３３】
　［変形例］
　本発明は、上記の実施形態に限定されない。次のような変形が例示される。
１．上記の実施形態において、センタ回転式心押台は、旋盤や円筒研削盤に代表される旋
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、測定対象物をセンタ支持する測定装置用にする。
２．上記の実施形態において、センタ回転機構体１１に前向きの力を与える弾性体２８は
、螺旋ばねにしているが、その他の形状のばねにする。又は、ゴムにする。
３．上記の実施形態において、センタ回転機構体１１に前向きの力を与える弾性体２８は
、筒状体１２の後端と嵌め込み孔６の底の一方に取り付けているが、両方に取り付ける。
４．上記の実施形態において、センタ回転機構体１１内の軸受１４～１６は、ころがり軸
受にしているが、すべり軸受にする。
【符号の説明】
【００３４】
１　台本体
２　台本体の軸孔
３　心押軸
４　回り止め機構の長溝
５　回り止め機構のピン
６　心押軸の嵌め込み孔
６ａ　嵌め込み孔の前端部の円錐面、円錐内周面
６ｂ　嵌め込み孔の後端部の円筒面
１１　センタ回転機構体
１２　センタ回転機構体の筒状体
１２ａ　筒状体の前端部の円錐面、円錐外周面
１２ｂ　筒状体の後端部の円筒面
１３　センタ回転機構体の回転軸
１４　前側のラジアルころ軸受
１５　前側のアンギュラ玉軸受
１６　後側のアンギュラ玉軸受
１７　前側のロックナット
１８　前側のスペーサ環
１９　ラビリンスシール環
２０　後側のロックナット
２１　座金
２２　中間のロックナット
２３　中間のスペーサ環
２４　回転軸のセンタ孔
Ｓ　センタ
２６　後蓋
２７　ボルト
２８　螺旋ばね、弾性体
３１　前蓋
３２　ボルト孔
３３　螺孔
３４　ボルト
３５　押込み環
４１　嵌め込み孔の底部材
４２　ボルト
４６　位置決め機構の溝
４７　位置決め機構のピン
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